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旬
を
楽
し
も
う

　

食
材
の
旬
と
い
う
の
は
、最
も
多
く
収

穫
で
き
る
時
期
で
、市
場
に
た
く
さ
ん
出

回
り
、価
格
的
に
も
手
頃
に
な
り
ま
す
。そ

し
て
、最
も
お
い
し
い
時
期
で
す
。で
も
、

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。旬
の
時
期

に
は
栄
養
価
が
最
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

市
特
産
の
米
や
ソ
バ
、リ
ン
ゴ
、ブ
ド
ウ

な
ど
も
収
穫
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。旬
の

時
期
に
、旬
の
お
い
し
さ
を
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

季
節
ご
と
の
食
べ
物
が
自
然
の
大
き
な

流
れ
の
中
で
生
き
て
い
る
こ
と
を
思
い
起

こ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

魅
力
あ
る
農
業
の
発
展

　

市
で
は
、農
業
の
持
続
的
な
発
展
の
た

め
に
、新
た
な
担
い
手
を
育
成
し
、園
芸
作

物
や
稲
作
な
ど
で
の
収
益
拡
大
を
支
援
し

て
い
ま
す
。ま
た
、特
別
栽
培
や
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
な
ど
、多
様
な
消
費
者
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
農
作
物
作
り
も
推
進
し
て

い
ま
す
。

喜
多
方
産
の
魅
力
を
広
め
る

　

市
の
農
作
物
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
も
重
要
で
す
。

　

生
産
・
加
工
・
販
売
を
一
体
的
に
行
う

６
次
産
業
化
を
推
進
し
て
、ブ
ラ
ン
ド
力

を
向
上
さ
せ
る
と
同
時
に
、首
都
圏
で
の

Ｐ
Ｒ
に
よ
っ
て
販
路
の
拡
大
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

特
に
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
を
払

拭
す
る
た
め
に
首
都
圏
で
の
販
売
促
進
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

農
業
振
興
課　
経
営
企
画
係

☎（
24
）５
２
３
５

☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

問

８月17日・18日、ＪＡ会津よつばなどと連携してコシヒカ
リやキュウリなどの直売会を行いました。（千葉県市川市）

旬
を
楽
し
む  

実
り
の
秋

旬
を
楽
し
む  

実
り
の
秋



もくじ Contents
11月号  2017  No.143

P2

P4

P5

P6

P7

P8

P10

P12

P14

P16

P17

P18

P19

P20

P21

P22

P23

P24

P25

P26

P27

P28

旬を楽しむ　実りの秋 

健全化判断比率と資金不足比率の
公表 

第29回市町村対抗福島県縦断駅伝
競走大会 
がんばれ！！喜多方市チーム  
 
高齢者世帯等除雪支援事業のお知
らせ

高齢者虐待防止への取り組み

平成30年度公立・私立保育施設 
幼稚園新入児童（園児）募集  

健康だより

拓け喜多方　まなびのトビラ
（生涯学習だより）
                                
喜多方フォトニュース

情報ステーション
補助・支援／募集

パブリックコメント（意見公募）

イベント

お知らせ／みんべぇ号からのお知らせ

税

漏水に注意

年金／ふるさと納税

市役所で登記事項証明書の交付が受け 
られます／インフルエンザ予防接種  

市営住宅入居者募集

家庭の粗大ごみ収集

相談／休日当番医／献血

市民と市長の談話室／美術館／図
書館

ふるさとの遺産／人口

広報きたかた　2017. 11　③

良質な米を届けたい 
　米作りに携わって２年目です。まだわからないこと
もあるので、周りの農家の皆さんや家族の協力を得な
がらやっているところです。 
　有機栽培にこだわり、もっと収量や規模を拡大して
いきたいと思っていますが、今のところは安定して良
質の米を生産していくことが目標です。以前にお客さ
んから「味が落ちたよ」という感想をもらうこともあっ
て、まだまだ勉強が必要です。だからこそ、先輩農家の
皆さんや行政とのつながりが大切だと実感していま
す。 
　米も手をかければかけただけ、応えてくれます。これ
からも品質第一に米作りをしていきたいです。 

上野　幹浩さん

西洋梨のおいしさを広めたい 
　西洋梨はあまり知名度がありませんし、その形や色、
収穫してから常温で追熟させる期間が必要なことから
敬遠されがちなところがあります。ただ、濃厚な甘さが
あって、芳醇な香りが特徴です。ぜひ、一度食べていた
だきたいですね。
　原発事故の影響もあって販売量が頭打ちになってい
ます。また、米やソバの収穫時期と重なることからも、
品種構成を変えて安定した収量を確保したいと考えて
います。
　西洋梨は、市内でも数軒の農家が生産するだけなの
で、大手の流通ルートに乗せることは難しいですが、市
の物産展などに参加して多くの方々にそのおいしさを
知ってもらいたいと思います。

　平成27年に就農し、６
haの田で有機栽培を中
心に取り組む。
　今年から小学校の農業
科支援員としても活動
中。

蒲生　仁さん

　西洋梨を中心に栽培し
てから約20年で200本
の規模まで拡大。現在は、
ジュースやゼリーへの商
品化まで手掛ける。ソバ
の生産も行っている。

（熱塩加納町）

（塩川町）
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健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率

に
つ
い
て
は
、地
方
公
共
団
体
の
財
政

が
健
全
で
あ
る
か
ど
う
か
を
表
す
指
標

と
し
て
、｢

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律｣

に
基
づ
き
毎
年

度
の
決
算
に
基
づ
い
て
計
算
し
、公
表

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

指
標
の
内
容

指
標
の
内
容

平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

○
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
を
対
象
と
し
た

実
質
赤
字
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率

○
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤

字
ま
た
は
資
金
不
足
額
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
比
率

○
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
元

利
償
還
金
お
よ
び
準
元
利
償
還
金

の
標
準
財
政
規
模
を
基
本
と
し
た

額
に
対
す
る
比
率

○
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負
担
す

べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標
準
財
政

規
模
を
基
本
と
し
た
額
に
対
す
る

比
率

○
資
金
不
足
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
の
実
質
赤
字
額

に
あ
た
る
公
営
企
業
会
計
ご
と
の

資
金
の
不
足
額
の
事
業
の
規
模
に

対
す
る
比
率 

※

標
準
財
政
規
模
と
は
、地
方
公
共

団
体
の
標
準
的
な
状
態
で
通
常
収

入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
経
常
的
な
一

般
財
源
の
額
を
示
し
ま
す
。

　
　

財
政
課　
財
政
係  

☎（
24
）５
２
１
３

問

　

平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ
く
本

市
の
各
指
標
は
、い
ず
れ
も
早
期
健

全
化
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、27
年
度
決
算
に
基
づ
く
比

率
と
比
較
し
ま
す
と
、実
質
公
債
費

比
率
に
つ
い
て
は
２
・
６
ポ
イ
ン

ト
改
善
、将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て

は
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し

た
。

　

な
お
、以
下
に
示
す
早
期
健
全
化

基
準
お
よ
び
財
政
再
生
基
準
に
つ

い
て
は
、平
成
28
年
度
決
算
分
に
対

応
す
る
基
準
で
す
。

◆健全化判断比率 （単位：％）

区 分 平成28 年度決 平成27 年度決
算に基づく比率 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 - - 12.71 20.0

連結実質赤字比率 - - 17.71 30.0

実質公債費比率 8.9 11.5 25.0 35.0

将来負担比率 45.5 45.2 350.0  

※ 実質赤字比率、連結実質赤字比率については、実質赤字額、連結実質赤字額がないため、「－」と表示していま
す。｢早期健全化基準｣や｢財政再生基準｣以上になると、それぞれ｢財政健全化計画｣や｢財政再生計画｣の策定が必要
となり議会の議決も必要となります。

◆資金不足比率 （単位：％）

会 計 名 平成 28 年度決算
に基づく比率

平成 27 年度決算
に基づく比率 経営健全化基準

農業集落排水事業特別会計 － － 20.0

下 水 道 事 業 特 別 会 計 － － 20.0

水　道　事　業　会　計 － － 20.0

※ いずれの会計も資金不足額がないため、「－」と表示しています。経営健全化基準以上になると、公営企業会計ご
とに経営健全化計画の策定が必要になり、議会の議決も必要となります。

算に基づく比率



がんばれ！！
喜多方市チーム

広報きたかた　2017. 11　⑤

　

　

大
会
当
日
、力
走
す
る
本
市
チ
ー
ム

の
応
援
団（
30
人
、先
着
順
）を
募
集
し

ま
す
。

◆
応
援
場
所　

福
島
県
庁
を
含
む
３
カ
所

◆
参　
加　
費　

無
料

◆
締
め
切
り　

11
月
15
日（
水
）

◆
出
発
時
間　

午
前
６
時
予
定

◆
集
合
場
所　

押
切
川
公
園
体
育
館
前

※

昼
食
は
各
自
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　

本
市
チ
ー
ム
の
選
手
団
壮
行
会
を
11
月

13
日（
月
）午
後
６
時
か
ら
、本
庁
舎
市
民

ロ
ビ
ー（
ホ
ー
ル
棟
１
階
）で
行
い
ま
す
。

　

市
民
を
代
表
し
て
出
場
す
る
選
手
の

皆
さ
ん
に
激
励
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

チ
ー
ム
の
活
動
状
況
は
、市
ま
た
は

(

公
財)

喜
多
方
市
体
育
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

ふ
く
し
ま
駅
伝
実
行
委
員
会
事

務
局〔（
公
財
）喜
多
方
市
体
育
協
会
内
〕

☎（
23
）０
７
７
１

11
月
19
日（
日
） 午
前
７
時
40
分  

号
砲

チ
ー
ム
の
ゼ
ッ
ケ
ン
番
号
は  

７

11
月
19
日（
日
） 午
前
７
時
40
分  

号
砲

チ
ー
ム
の
ゼ
ッ
ケ
ン
番
号
は  

７

問
申

市
民
応
援
団
員
募
集

選
手
団
壮
行
会

　

第
29
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会（
ふ
く
し

ま
駅
伝
）は
11
月
19
日
、白
河
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

か
ら
福
島
県
庁
前
ま
で
の
16
区
間
、94
・
８
㌔
の
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
、53
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

本
市
チ
ー
ム
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

みんなで応援しよう！

がんばれ！！
喜多方市チーム
第29回市町村対抗福島県縦断
駅伝競走大会 （ふくしま駅伝）

　チームの全メンバーと、応援
してくださる方々の熱い想いの
こもった襷を、16人の選手が
「ONE FOR ALL」の精神で、総合
７位以上を目指しゴールまでの
94.8㎞を繋ぎます。選手達は最
後まで全力で走りますので、背
中を押していただけるような温
かいご声援をよろしくお願いい
たします。

喜多方市チーム
監　督

長澤  恵輔さん

区分 氏 名 所属名 氏 名 所属名
監督 長澤 恵輔 喜多方地方広域市町村圏組合
コーチ 渡邊 洋 SSKセールス㈱

候

補

選

手

【男 子】 【男 子】
高橋 誠 三菱伸銅㈱ 佐藤 友規 第一中
加藤 伸治 赤　帽 渡部 唯良 〃
長嶋祐二郎 神町自衛隊 齋藤 斗和 〃
松崎 政継 長沼小学校 五十嵐滉斗 〃
塚原 史章 喜多方市役所 上野 皓晴 第二中
一重 嶺太 ＪＡ会津よつば 越智 涼我 塩川中
大場 悠 (医)平成会 高橋 祐輝 〃
若菜 優雅 関本悠太郎 〃
渡部竜太朗 (医)佐原病院

会津若松市公園緑地協会
【女 子】

五十嵐聡丈 上武大 塚原めぐみ たいようとひまわり
生井 宏明 東洋大 荒井 芽衣 姥堂小
後藤 拓矢 東北大 浅見 乃絵 喜多方高
佐藤 貴洋 武蔵野学院大 穴澤 美羽 〃
一重 祐樹 国士舘大 遠藤胡都子 喜多方東高
清野 太雅 喜多方高 佐藤 愛笑 喜多方桐桜高
一重 伊吹 〃 関本 愛花 会津高
塚野 楓 〃 豊子 留奈 第二中
平野 大樹 〃 高橋 夢羽 第三中
小椋 史也 喜多方桐桜高 若菜 愛実 〃
蓮沼 伸幸 〃 弦弓 文音 塩川中
渡部 瞬 〃 進藤 綾乃 〃
小熊 康太 葵　高
渡部 空 会津学鳳高
穴澤 友崇 〃

監督コメント

※各区間の選手の最終決定
　は、11月18日（土）を予定
　しています。
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住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、次
の
⑴
か

ら
⑶
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、除
雪
作

業
を
支
援
す
る
親
族
な
ど
が
い
な
い
世

帯
と
な
り
ま
す
。

⑴
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
の
み

で
構
成
す
る
世
帯

　

①
65
歳
以
上
の
方

　

②
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
さ
れ
て

　
　

い
る
方

　

③
療
育
手
帳
を
所
持
さ
れ
て
い
る
方

　

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所

　
　

持
さ
れ
て
い
る
方

　

⑤
要
介
護（
要
支
援
）認
定
を
受
け
て

　
　

い
る
第
２
号
被
保
険
者
の
方

⑵
前
記
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
と
中
学
校
就
学
前
の
児
童
の
み
の

世
帯

⑶
中
学
校
就
学
前
の
児
童
を
養
育
す
る

ひ
と
り
親
世
帯

　

居
住
す
る
家
屋
周
辺
お
よ
び
敷
地
内

の
通
路
の
確
保
な
ど
日
常
生
活
を
維
持

す
る
た
め
の
除
雪
支
援
と
し
て
１
枚
あ

た
り
30
分
の
除
雪
作
業
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
利
用
券
を
下
表
の
と
お
り
交

付
し
ま
す
。

　

ま
た
、利
用
に
つ
い
て
は
、自
己
負
担

が
発
生
し
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
福
祉
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
住

民
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
よ
り
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
に
は
印
鑑
が

必
要
で
す
。

　

平
成
30
年
３
月
30
日（
金
）

　
　
　

高
齢
福
祉
課　
い
き
が
い
支
援
係

☎（
24
）５
２
３
０
ま
た
は
各
総
合
支
所

住
民
課　
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

支
援
内
容

支
援
内
容

対
象
世
帯

対
象
世
帯

申
請
方
法

申
請
方
法

申
請
期
限

申
請
期
限

Ｃ
豪
雪
地

支
援
時
間

15
時
間

利
用
券

30
枚

Ｂ
山
間
地

支
援
時
間

９
時
間

利
用
券

18
枚

Ａ
平

地

支
援
時
間

６
時
間

利
用
券

12
枚

区
分

地
区
名

支援時間および利用券交付枚数

・
喜
多
方…

Ｂ
山
間
地
、Ｃ
豪
雪
地
以
外
の
地
区
全
て

・
塩
川
町…

Ｂ
山
間
地
以
外
の
地
区
全
て

・
喜
多
方…

譲
屋
、五
分
一
、平
沢（
根
小
屋
地
区
を
除

　

く
）、治
里
、天
井
沢
、道
地
、小
沼
沢
、勝
本
、七
本
木
、

　

本
林
、川
前
、芦
平
、荻
平
、獅
子
沢
、豊
岡
の
一
部

　
（
川
前
）

・
塩
川
町…

横
道
、中
道
地
、上
原
、松
崎
、紙
子
、刈
麻
、

　

大
原
、唐
沢
、深
沢
の
一
部（
大
上
）

・
熱
塩
加
納
町…

Ｃ
豪
雪
地
以
外
の
地
区
全
て

・
山
都
町…

Ｃ
豪
雪
地
以
外
の
地
区
全
て

・
高
郷
町…

Ｃ
豪
雪
地
以
外
の
地
区
全
て

・
喜
多
方…

楚
々
木
、平
沢
の
一
部（
根
小
屋
）

・
熱
塩
加
納
町…

山
岩
尾
、五
枚
沢
、板
の
沢
、大
平
、黒

　

岩
、野
辺
沢
、日
中
、水
沢
、熱
塩
、栗
生
沢
、宇
津
野
、

　

針
生
の
一
部（
円
田
）

・
山
都
町…

堂
山
、中
反
、宮
古
、賢
谷
、沼
ノ
平
、早
稲

　

谷
、撫
木
、一
ノ
木
、川
入
、藤
巻

・
高
郷
町…

地
割
、三
方
、小
土
山
、揚
津
の
一
部（
大
芦
、

　

橋
ノ
沢
、赤
岩
、中
山
、中
村
）

高
齢
者
世
帯
等
除
雪
支
援
事
業

　

高
齢
者
世
帯
な
ど
で
、
自
力
に
よ
る
除
雪
が
困
難
な
世
帯
に
対
し
除
雪

作
業
を
支
援
し
ま
す
。

　

前
年
度
に
支
援
を
受
け
て
い
た
方
も
再
度
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
申
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し
ょ
う
ぶ
苑
は
、来
年
で
開
所
し
て

か
ら
20
年
を
迎
え
る
社
会
福
祉
法
人
啓

和
会
が
母
体
の
施
設
で
す
。

　

従
来
型（
多
床
室
）が
70
床
、ユ
ニ
ッ

ト
型（
個
室
）が
50
床
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
が
定
員
25
人
、の
３
つ
の
事

業
所
が
あ
り
ま
す
。

　

当
施
設
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、利
用

者
も
職
員
も
共
に
笑
顔
に
な
れ
る
施
設

で
す
。な
ぜ
な
ら
、笑
顔
の
あ
る
と
こ
ろ

に
虐
待
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
す
。で

す
か
ら
、朝
の
全
館
放
送
は『
今
日
も
一

日
笑
顔
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
』な
の
で

す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
虐
待
防
止
、身
体
拘
束
廃
止
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
各
部
署
に
置
き
、職
員
が
い
つ
で

も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

○
虐
待
防
止
、身
体
拘
束
廃
止
委
員
会

を
設
置
し
、定
例
会
や
職
員
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
研
修
会
を
行
う
と
と
も
に
外
部
研
修

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

○
全
職
員
を
対
象
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
、働
き
や
す
い
環
境
を
整
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、言
葉
使
い
、特
に
口
調
に
は
気

を
付
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。同
じ

言
葉
で
も
言
い
方
に
よ
っ
て
は
相
手
を

傷
つ
け
る
場
合
が
あ
る
た
め
、不
適
切

な
言
動
に
つ
い
て
は
職
員
同
士
注
意
し

合
え
る
環
境
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

虐
待
の
無
い
施
設
を
継
続
で
き
る
よ

う
職
員
一
同
今
後
と
も
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
し
ょ
う
ぶ
苑

　
　
　
　
　

施
設
長　

千
葉　

香
世
子

研修会では、虐待防止意識を啓発し、職員の知識と技量の習得を目指します。

部署ごとに職員ミーティングを行っています。

　「高齢者虐待」は、暴力的な行為だけ
ではありません。暴言や無視、いやが
らせ、必要な介護サービスの利用をさ
せない、世話をしないなどの行為や、
勝手に高齢者の資産を使ってしまう
などの行為も含まれます。
　あなたの発見により、虐待の深刻化
を防ぐことができます。身近な高齢者
の状況に心を配り、何か気づいたら、
相談窓口に相談してください。また、
地域住民の皆さんからの情報提供も
受け付けています。

【相談窓口】
○高齢福祉課いきがい支援係☎（24）5230
○熱塩加納総合支所　住民課☎（36）2113
○塩川総合支所　　　住民課☎（27）2400
○山都総合支所　　　住民課☎（38）3821
○高郷総合支所　　　住民課☎（44）2113
○喜多方市地域包括センター☎（21）8856
　個人情報が漏れたり不利益な扱いを受
けることはありません。

高齢者虐待は
誰の身近にも起こりうる問題

自分らしいくらしが続けられるように
～ 養介護施設での高齢者虐待防止への取り組み ～

　厚生労働省の統計では、平成27年度の養護者や養介護施設従事者など

による虐待判断件数は前年比345件増の16,384件でした。市や介護施設・

事業所といった関係団体では、虐待の発生要因の軽減を図り、職員の研修

を行い対応力の底上げを図っています。

　ここでは、しょうぶ苑での取り組みを紹介します。
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新
規
児
童
の
募
集
人
数
は
、継
続
し

て
入
所
す
る
児
童
が
い
る
た
め
、各
保

育
施
設
と
も
定
員
枠
ま
で
の
若
干
名
と

な
り
ま
す
。な
お
、添
付
書
類
に
不
備
が

あ
る
場
合
は
、申
込
書
を
受
理
で
き
ま

せ
ん
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、定
員
お
よ
び
年
齢
別
の
収
容

能
力
を
超
え
て
入
所
希
望
が
あ
っ
た
場

合
は
、公
正
な
選
考
に
よ
り
決
定
さ
れ

ま
す
。

　
■
申
込
書
な
ど
の
配
布

　

募
集
案
内
お
よ
び
新
規
入
所
申
込
書

は
、11
月
１
日（
水
）か
ら
こ
ど
も
課
、各

総
合
支
所
住
民
課
、各
公
立
保
育
所
、各

公
立
こ
ど
も
園
で
配
布
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
申
し
込
み
を
し
て
入

所
を
待
っ
て
い
る
方
も
、平
成
30
年
度

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※

継
続
し
て
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の

場
合
は
、各
保
育
施
設
、各
幼
稚
園
か
ら

「
継
続
入
所
意
向
確
認
書
」を
配
布
し
ま

す
。

■
申
込
期
間

11
月
13
日（
月
）〜
24
日（
金
）の
開
庁

（
所
）日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

※

11
月
25
日
以
降
は
、右
記
期
間
内
に
提

出
し
た
児
童
の
入
所
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
場
所

・
新
規
児
童…

こ
ど
も
課
、各
総
合
支
所

住
民
課

・
継
続
入
所
児
童…

各
こ
ど
も
園
、各
保

育
施
設

 

認
定
こ
ど
も
園　…

幼
稚
園
と
保
育
所

の
機
能
を
合
わ
せ
持
つ
施
設
で
す
。

 

保
育
所　…

公
立
保
育
所
や
私
立
の
認

可
保
育
所
が
あ
り
ま
す
。

 

小
規
模
保
育
施
設　…

３
歳
未
満
児（
平

成
30
年
４
月
１
日
時
点
）が
対
象
と
な

る
定
員
19
人
以
下
の
保
育
施
設
で
す
。

 

事
業
所
内
保
育
施
設　…

事
業
所
の
従

業
員
の
た
め
の
保
育
施
設
で
す
が
、地

域
利
用
枠
を
設
け
て
入
所
で
き
る
保
育

施
設
で
す
。

■
廃
止
予
定
施
設

・
平
成
29
年
度
末
廃
止

　
　
　
　
　
　
　
　

市
立
第
四
保
育
所

・
平
成
30
年
度
末
廃
止

　
　
　
　
　
　
　
　

市
立
第
一
保
育
所

■
教
育
と
保
育

　
「
教
育
」は
、教
育
基
本
法
に
基
づ
き

満
３
歳
以
上
を
対
象
と
し
て
幼
稚
園
で

行
わ
れ
る
幼
児
教
育
の
こ
と
で
す
。

　
「
保
育
」は
、児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、

家
庭
に
お
い
て
就
労
な
ど
で
子
ど
も
を

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
保
護
者
に
代

わ
っ
て
、保
育
所
な
ど
で
行
わ
れ
る
養

護
と
幼
児
教
育
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
や

特
徴
を
持
つ
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て

も
、教
育
と
保
育
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
３
つ
の
認
定
区
分

　

認
定
こ
ど
も
園
、公
立
・
認
可
保
育

所
、幼
稚
園
な
ど
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、子
ど
も
一
人
一
人
を
年
齢
や
家
庭

の
状
況
に
応
じ
て
１
号
〜
３
号
に
区
分

し
て
市
が
認
定
し
、認
定
に
応
じ
て
施

設
を
利
用
で
き
ま
す
。認
定
申
請
は
入

所
申
し
込
み
と
同
時
に
行
い
ま
す
。

 

１
号
認
定　…

満
３
歳
以
上
の
子
ど
も

で
、家
庭
な
ど
に
よ
る
養
育
が
可
能
な

場
合
な
ど
、保
育
の
必
要
性
の
な
い
場

合
に
認
定
さ
れ
、「
教
育
」が
利
用
で
き

ま
す
。

 

２
号
認
定　…

満
３
歳
以
上
の
保
育
の

必
要
性
の
あ
る
子
ど
も
で
、共
働
き
で

家
庭
な
ど
に
よ
る
養
育
が
で
き
な
い
場

合
な
ど
に
認
定
さ
れ
、「
保
育
」が
利
用

平
成
30
年
度
の

新
入
児
童（
園
児
）を
募
集
し
ま
す

施
設
の
種
類

教
育
・
保
育
・
認
定
区
分
な
ど

　

市
へ
の
申
し
込
み
が
不
要
な
私
立

幼
稚
園
や
認
可
外
保
育
施
設
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
直
接
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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で
き
ま
す
。

 
３
号
認
定　…

満
３
歳
未
満
の
保
育
の

必
要
性
の
あ
る
子
ど
も
で
、共
働
き
で

家
庭
な
ど
に
よ
る
養
育
が
で
き
な
い
場

合
な
ど
に
認
定
さ
れ
、「
保
育
」が
利
用

で
き
ま
す
。

　

認
定
は
、家
庭
の
状
況
が
変
わ
ら
な

け
れ
ば
、０
〜
２
歳
、３
〜
５
歳
で
区
分

し
、３
年
間
有
効
と
な
り
ま
す
。（
毎
年

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。）

■
保
育
の
必
要
性
の
認
定
要
件

　

保
育
を
利
用
す
る
場
合
は
、市
内
に

住
所
を
有
し
、次
の
い
ず
れ
か
の
事
由

に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
１
月
64
時
間
以
上
の
就
労

②
妊
娠
、出
産

③
保
護
者
の
疾
病
、障
が
い

④
親
族
の
常
時
の
介
護
、看
護

⑤
災
害
復
旧

⑥
求
職
活
動
・
起
業
準
備

⑦
就
学
・
職
業
訓
練

⑧
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ

⑨
育
児
休
業
取
得
時
の
子
ど
も
の
継
続

　

利
用

⑩
そ
の
他
、市
長
が
認
め
る
場
合

■
保
育
時
間

 

１
号
認
定　…

教
育
時
間
４
時
間
で
の

利
用
と
な
り
ま
す
。

 

２
号
お
よ
び
３
号
認
定　…

一
般
的（
保

育
標
準
時
間
認
定
）な
保
育
の
利
用
は

最
長
11
時
間
で
す
が
、就
労
時
間
が
１

月
当
た
り
１
２
０
時
間
未
満
や
求
職
活

動
な
ど
の
場
合
は
、保
育
短
時
間
認
定

と
な
り
、１
日
最
長
８
時
間
の
利
用
と

な
り
ま
す
。

※

延
長
保
育
の
有
無
や
短
時
間
保
育
に

お
け
る
利
用
時
間
は
、募
集
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
保
育
料
や
そ
の
他
の
経
費

　

市
に
申
し
込
む
保
育
施
設
や
幼
稚
園

な
ど
の
保
育
料
は
、１
号
〜
３
号
の
認

定
区
分
ご
と
に
市
が
定
め
る
金
額
と
な

り
、公
立
も
私
立
も
同
額
と
な
り
ま
す
。

　

保
育
料
以
外
に
、１
号
認
定
は
給
食

費
が
掛
か
り
ま
す
。２
号
認
定
は
、主
食

代
が
掛
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、別
料
金
で
の
延
長
保
育
や
預

か
り
保
育
が
あ
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

こ
ど
も
課　
子
育
て
支
援
班

☎（
24
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総
合
支
所

住
民
課
、各
公
立
保
育
所
、各
公
立
こ
ど

も
園

問
申

■市に申し込む保育施設等一覧【施設名の後の数字は定員数、対象児童の年齢は平成30年４月１日時点】

種　別 対象施設名 対象児童 認定区分

認定こども園

第三こども園【60】、堂島こども園【70】、
姥堂こども園【55】、駒形こども園【70】、
山都こども園【100】、高郷こども園【50】

０～５歳児 1 号・2 号・3 号

第一こども園【90】 ２～５歳児 1 号・2 号・3 号

第二こども園【80】、第四こども園【80】、
すぎっここども園【45】、いずみ幼稚園(私立)【45】

３～５歳児 1 号・2 号

公立保育所 第一保育所【60】 ０～５歳児 2 号・3 号

認可保育所(私立)

道光保育所【60】、さくらっこ保育園【60】、
東町のびやか保育園【120】、ひめさゆり保育園【20】、
塩川のびやか保育園【90】、どんぐりの森【60】、
たんぽぽ保育園【60】、ドレミ保育園【70】

０～５歳児 2 号・3 号

小規模保育施設
(私立)

桜ヶ丘育児園【19】、きっずはうす【18】、
こすもす保育園【19】、(仮称)こころ保育園【19】

０～２歳児 3 号

事業所内保育施設
(私立)

東町さつき保育園【19】 ０～２歳児 3 号
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10
月
号
で『
血
圧
を
測
る
理
由
』を
お

話
し
ま
し
た
。

　

血
圧
を
測
る
こ
と
で
、血
管
内
皮（
血

管
の
内
側
の
膜
）が
傷
ん
で
い
な
い
か

ど
う
か
が
わ
か
り
ま
す
。今
月
は
、「
血

管
内
皮
が
傷
む
と
ど
う
な
る
の
か
」を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

血
管
内
皮
が
傷
む
と
、コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
な
ど
の
脂
肪
か
ら
で
き
る
プ

ラ
ー
ク
が
発
生
し
、血
管
が
硬
く
な
り

『
動
脈
硬
化
』を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

動
脈
が
硬
く
な
る
と
、プ
ラ
ー
ク
が

さ
ら
に
増
加
し
、血
管
の
中
が
せ
ま
く

な
っ
た
り
、詰
ま
っ
た
り
、ど
ん
ど
ん
血

液
が
流
れ
に
く
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

プ
ラ
ー
ク
が
何
か
の
刺
激
で
破
れ
る

と
、傷
を
修
復
す
る
た
め「
か
さ
ぶ
た
」

が
作
ら
れ
ま
す
。こ
れ
が『
血
栓
』と
呼

ば
れ
る
も
の
で
、血
流
が
完
全
に
妨
げ

ら
れ
る
と
、そ
の
先
の
組
織
に
酸
素
や

栄
養
が
行
き
届
か
な
く
な
り
、「
心
筋
梗

塞
」や「
脳
梗
塞
」に
も
つ
な
が
る
の
で

す
。

血
管
内
皮
が
傷
む
と

ど
う
な
る
の
か

血圧が高い場合は、血管内皮が
傷んでいる可能性があります。
特定健診を積極的に受診し、
自分の血管の状態を確認しま
しょう。

　一般的に「悪玉コレステロー
ル」と呼ばれており、動脈硬化
の最大の危険因子となるもの
です。
　ＬＤＬコレステロールの値
が140㎎/㎗以上の場合は、生
活習慣の改善が必要です。
　食事では、動物性脂肪の多い
肉類は控えるようにして、代わ
りに不飽和脂肪酸（ＤＨＡやＥ
ＰＡ）を豊富に含むイワシやサ
ンマ、サバ、カツオ、マグロなど
の青魚を食べるようにしま
しょう。

【知っておきたいキーワード】

ＬＤＬ（悪玉）
コレステロール

い  

た

正常な状態から動脈硬化が進行していく血管内皮の様子
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市
で
は
、40
歳
以
上
74
歳
未
満
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
に
毎
年
、

特
定
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※

受
付
時
間　

午
前
７
時
30
分
〜
８
時

30
分

※

特
定
健
診
、胸
部
検
診
・
大
腸
が
ん

検
診
・
前
立
腺
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
ィ

ル
ス
検
診
の
み
実
施
し
ま
す
。ま
だ
受

診
し
て
い
な
い
方
は
、保
健
課
ま
た
は

各
支
所
住
民
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

医
療
機
関
で
実
施
す
る
施
設
健（
検
）

診
は
、11
月
30
日（
木
）ま
で
受
診
で
き

ま
す
。期
限
ま
で
に
、ぜ
ひ
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

医
療
機
関
で
治
療
中
の
方
へ

　

生
活
習
慣
病（
高
血
圧
・
糖
尿
病
・

脂
質
異
常
症
）で
治
療
中
の
た
め
、特
定

健
診
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、医
療
機

関
で
受
け
た
検
査
結
果
の
情
報
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

提
供
い
た
だ
い
た
結
果
を
基
に
、メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
危
険
度

が
高
い
方
は
、保
健
師
な
ど
に
よ
る
特

定
保
健
指
導
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
40
歳
〜

74
歳
の
方

 
情
報
提
供
の
方
法　
６
月
に
特
定
健
診
・

各
種
が
ん
検
診
の
個
別
通
知
に
同
封
し

た「
特
定
健
康
診
査
受
診
結
果
票
」に
記

入
し
、保
健
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
住

民
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

来
庁
で
き
な
い
方
は
、返
信
用
封
筒

を
送
付
し
ま
す
の
で
、ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※

検
査
項
目
が
不
足
し
て
い
る
場
合

は
、市
の
特
定
健
診
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　

保
健
課　
健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３
ま
た
は
各
総
合
支
所

住
民
課

喜多方市 地域・家庭医療センター
「ほっと☆きらり」

センター長　武田 　仁

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、今
回
は
在
宅

医
療
の
話
で
す
。現
在
の
在
宅
医
療
は
、

医
師
が
月
１
〜
２
回
の
頻
度
で
計
画
的

に
患
者
さ
ん
の
自
宅
に
伺
っ
て
診
療
す

る「
訪
問
診
療
」と
い
う
仕
組
み
を
中
心

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。ほ
っ
と
☆
き
ら

り
で
は
現
在
、30
〜
40
人
程
度
の
患
者

さ
ん
に
対
し
て
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

訪
問
診
療
を
受
け
る
在
宅
の
患
者
さ

ん
は
大
き
く
二
つ
の
群
に
分
け
ら
れ
ま

す
。一
つ
の
群
は
、足
腰
が
弱
っ
た
り
認

知
症
が
進
む
な
ど
し
て
医
療
機
関
に
通

院
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
方
た

ち
。も
う
一
つ
の
群
は
、が
ん
や
心
不
全

な
ど
重
い
病
気
が
あ
り
、在
宅
で
の
お

看
取
り
も
考
え
な
が
ら
自
宅
で
過
ご
す

こ
と
を
選
ん
だ
方
た
ち
で
す
。

　

訪
問
診
療
は
患
者
さ
ん
や
家
族
に

と
っ
て
多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。病

院
で
長
い
時
間
診
察
待
ち
を
し
な
く
て

も
医
師
に
自
宅
で
診
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。認
知
機
能
が
低
下
し
た
患

者
さ
ん
に
対
し
て
は
、生
活
の
上
で
の

困
難
は
な
い
か
、薬
が
し
っ
か
り
服
用

で
き
て
い
る
か
な
ど
を
確
認
し
な
が

ら
、自
宅
で
の
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
支
援
し
て
い
ま
す
。訪
問
看
護
師
さ

ん
と
連
携
し
て
、自
宅
で
点
滴
を
行
っ

た
り
、注
射
を
し
た
り
、褥
瘡
を
処
置
し

た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
処
置
を
行
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。薬
を
受
け
取
り
に

調
剤
薬
局
に
行
か
な
く
て
も
、薬
剤
師

さ
ん
が
自
宅
に
薬
を
届
け
に
来
て
、服

薬
の
説
明
を
し
て
く
れ
る
仕
組
み
も
あ

り
ま
す
。

　

現
在
、日
本
で
は
約
７
割
の
方
が
人

生
の
最
期
を
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
過
ご

す
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
が
、８
割
近

く
の
方
が
病
院
で
最
期
を
迎
え
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。ほ
っ
と
☆
き
ら
り

で
は
開
院
か
ら
こ
れ
ま
で
、数
十
人
の

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
患
者
さ
ん
の
在
宅

お
看
取
り
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。体

力
が
落
ち
て
通
院
が
難
し
く
な
っ
て
き

た
、あ
る
い
は
重
い
病
気
に
罹
り
、最
期

の
時
間
を
自
宅
で
過
ご
し
た
い
、そ
ん

な
方
は
ぜ
ひ
一
度
、ほ
っ
と
☆
き
ら
り

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

在
宅
医
療
に
で
き
る
こ
と

◆
12
月
１
日（
金
）

　
　

塩
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
12
月
２
日（
土
）

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

問
申

追加で集団
健（検）診を
実施します！

じ
ょ
く
そ
う
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◆
日
時　

平
成
30
年
１
月
７
日（
日
）

○
受
付　

午
後
１
時

○
新
成
人
に
よ
る
思
い
出
の
ス
ラ
イ
ド

上
映　

午
後
１
時
30
分

○
式
典　

午
後
２
時

◆
会
場　

喜
多
方
プ
ラ
ザ 

大
ホ
ー
ル

◆
対
象
者　

平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平

成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

◆
申
し
込
み
方
法

１ 

平
成
29
年
10
月
１
日
現
在
市
内
に
住

民
票
が
あ
る
方

　

11
月
上
旬
に
案
内
状（
往
復
ハ
ガ
キ
）

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、返
信
用
ハ
ガ
キ

で
出
欠
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

２ 

平
成
28
年
３
月
１
日
か
ら
平
成
29
年

９
月
30
日
ま
で
に
市
外
に
住
民
票
を
異

動（
転
出
）し
た
方

　

１
と
同
様
に
案
内
状
を
送
付
し
ま

す
。

※

転
出
後
、さ
ら
に
住
民
票
を
異
動
し

た
方
は
案
内
状
が
届
か
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、３
の
方
法
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

３ 

１
・
２
以
外
の
方

　

案
内
状
を
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
、出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、電
話
、

ハ
ガ
キ（
〒
９
６
６-

８
６
０
１【
住
所

記
載
不
要
】生
涯
学
習
課
成
人
式
担
当

宛
て
）ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム（https://w

w
w
.city.

kitakata.fukushim
a.jp/ques/questi

onnaire.php?openid=
26

）
か
ら
、①

氏
名 

②
性
別
③
生
年
月
日 

④
現
住
所 

⑤
出
身
中
学
校 

⑥
電
話
番
号 

⑦
新
成

人
と
し
て
の
抱
負
や
感
謝
の
気
持
ち
な

ど（
50
字
以
内
・
成
人
式
冊
子
に
掲
載
）

を
明
記
し
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

申
し
込
み
か
ら
２
週
間
が
経
過
し
て

も
案
内
状
が
届
か
な
い
場
合
は
、お
手

数
で
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限　

12
月
１
日（
金
）

※

期
限
後
申
し
込
ん
だ
方
は
、記
念
冊

子
中
の「
新
成
人
名
簿
」に
掲
載
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

新
成
人
と
し
て
の
決
意
や
心
構
え
、抱

負
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文
を
募
集

し
ま
す
。４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
４

枚
程
度
に
ま
と
め
、応
募
し
て
く
だ
さ

い
。優
秀
作
品
の
方
に
は
、成
人
式
の
式

典
で
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
、

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

※

募
集
締
め
切
り 

12
月
１
日（
金
）

今
年
度
か
ら
成
人
式
公
式tw

itter

（htt
ps://tw

itter.com
/kitakata_seijin

）を

開
設
し
、成
人
式
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

生
涯
学
習
課　
生
涯
学
習
係

☎（
24
）５
３
１
８

平
成
30
年  

成
人
式
の
ご
案
内

タイトルイラスト 作:荒明香澄さん（高郷町出身）　扉の先に豊かでみずみずしい自然と明るい希望が広がっている様子を表現しています。

生 涯 学 習 だ よ り

成人式公式 twitter
ＱＲコード

「
新
成
人
の
主
張
」作
文
募
集

公
式
ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
を
開
設
中
！

成人式申し込み
ＱＲコード

問
申
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９
月
23
日
・
24
日
に
秋
田
県
由
利
本

荘
市
で
開
催
さ
れ
た
大
会
に
、本
市
代

表
の
６
ク
ル
ー
が
出
場
し
、成
年
男
子

の
部
に
出
場
し
た「
揚
津
分
校
」が
準
優

勝
に
輝
く
な
ど
、４
部
門
で
入
賞
す
る

活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　

男
女
総
合
順
位
で
は
、28
市
町
村
中

５
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

◆
レ
ー
ス
結
果

▽
成
年
男
子「
揚
津
分

校
」準
優
勝

▽
壮
年
男
子「
弱
虫
パ

ド
ル
」準
決
勝
敗
退

▽
熟
年
男
子「
さ
ゆ
り

〜
ず
」第
４
位

▽
成
年
女
子「
Ｗ
Ｗ
Ａ

Ｍ
」第
４
位

▽
壮
年
女
子「
さ
す
け

ネ
ガ
ッ
タ
」予
選
敗
退

▽
議
会
議
員「
喜
多
方

市
議
会
ラ
ー
メ
ン
号
」

第
４
位

　
　

生
涯
学
習
課　
ボ
ー
ト
の
ま
ち
推
進
係

☎（
24
）５
３
２
７

　

県
内
全
59
市
町
村
が
出
場
し
、開
催

さ
れ
、本
市
チ
ー
ム
は
９
月
23
日
に
郡

山
市
と
初
戦
を
戦
い
、先
制
さ
れ
な
が

ら
も
、す
ぐ
に
反
撃
す
る
一
進
一
退
の

試
合
と
な
り
ま
し
た
が
、善
戦
む
な
し

く
惜
敗
と
な
り
ま
し
た
。

◆
試
合
結
果

▽
２
回
戦（
牡
丹
台
野
球
場
）

郡
山
市
４
ー
２
喜
多
方
市

　

多
く
の
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
　

生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
24
）５
３
１
９

　

９
月
17
日
、第
11
回
喜
多
方
市
内
一

周
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当
日
は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く

の
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
体
育
協
会
の
部

優　

勝　

塩
川
町
体
育
協
会

準
優
勝　

塩
川
町
体
育
協
会junior

第
３
位　

山
都
町
・
高
郷
町
体
育
協
会

第
４
位　

関
柴
町
体
育
協
会
Ａ

第
５
位　

熱
塩
加
納
町
体
育
協
会

第
６
位　

豊
川
町
体
育
協
会

第
７
位　

北
区
体
育
協
会

第
８
位　

岩
月
町
体
育
協
会

第
９
位　

関
柴
町
体
育
協
会
Ｂ

第
10
位　

南
区
体
育
協
会

▽
オ
ー
プ
ン
の
部

優　

勝　

水
ラ
ンRedBlú

s

準
優
勝　

猪
苗
代
Ａ
Ｃ

第
３
位　

喜
多
方
市
駅
伝
チ
ー
ム

▽
区
間
賞（
体
育
協
会
の
部
）

１
区　
豊
子　
留
奈（
北
区
体
育
協
会
）

２
区　
一
重　
祐
樹（
塩
川
町
体
育
協
会
）

３
区　
高
橋　
　

誠（
塩
川
町
体
育
協
会
）

４
区　
一
重　
嶺
太（
塩
川
町
体
育
協
会
）

５
区　
進
藤　
綾
乃（
塩
川
町
体
育
協
会
）

６
区　
小
熊　
康
太（
塩
川
町
体
育
協
会

　junior

）

７
区　
加
藤　
伸
治（
塩
川
町
体
育
協
会
）

　
　

生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
24
）５
３
１
９

生 涯 学 習 だ よ り

第
11
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球

大
会
喜
多
方
市
チ
ー
ム
初
戦
惜
敗

第
11
回
喜
多
方
市
内
一
周
駅
伝
競
走

大
会
の
結
果

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
由
利
本
荘

大
会　

喜
多
方
市
総
合
５
位
入
賞
！

問

問

問


